
特集

コンビナートのまち周南
10月は男女共同参画推進月間
台風14号で被災された皆さんに対する各種制度
●今回の折り込み 社協だより
（はずしてお読みください）
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本
市
は
、戦
後
、日
本
有
数
の
石
油
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
地

帯
を
有
す
る
ま
ち
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

周
南
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
は
、県
の
経
済
の
原
動
力
と
し
て
、県

勢
の
発
展
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、日
本
の
、そ
し
て

世
界
の
工
業
を
支
え
る
製
品
を
産
み
出
し
て
い
ま
す
。

近
年
、周
南
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
は
、全
国
一
を
誇
る
自
家
発
電

能
力
や
、全
国
一
の
副
生
水
素
量
を
活
用
し
た
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
開
発
な
ど
で
、注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

の�底�

わ
が
ま
ち�

力�

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
ま
ち
周
南
周
南�
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
ま
ち
周
南�
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周
南
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を
中
心
に
し
た
製

を
越
え
る
規
模
で
推

し
て
い
ま
す
。

平
成
15
年
12

済
産
業
省
の
工
業
統
計

査
に
よ
る
と
、

市
全
体
の
製
造
品
出
荷
額
は
、約
１
兆
２

ン
ト
が
、化
学
工
業
、石
油
製
品
・
石
炭
製

品
製
造
業
、鉄
鋼
業
に
よ
る
も
の
で
す
。

一
方
、県
全
体
の
製
造
品
出
荷
額
は
約

５
兆
１
２
０
０
億
円
で
、本
市
の
占
め
る
割

合
は
約
４
分
の
１（
23
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
）に

達
し
、県
内
一
の
割
合
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、全
国
の
市
町
村
の
出
荷
額
の
中

で
36
番
目
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

特
に
最
近
で
は
、化
学
関
連
企
業
で
、

中
国
を
中
心
に
し
た
東
ア
ジ
ア
な
ど
の
海

品
目
の
大
半
が
好
調
に
生
産
を
続
け
て

い
ま
す
。

鉄
鋼
関
連
企
業
も
、国
内
外
で
鉄
鋼
需

要
が
高
い
こ
と
を
背
景
に
生
産
量
を
伸
ば

し
、在
庫
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
世

界
情
勢
の
影
響
か
ら
、石
油
関
連
企
業
の

生
産
高
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

市
内
の
工
業
の
底
力

周
南
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
誕
生

に
は
大
規
模
な
海
軍
の
軍
事
施
設
が
あ

り
、化
学
や
鉄
鋼
な
ど
の
工
場
が
数
多
く

立
地
す
る
、県
内
で
も
有
数
の
工
業
地
帯

で
し
た
。

昭
和
30
年
代
後
半
か
ら
日
本
経
済
が

高
度
経
済
成
長
期
を
迎
え
る
と
、エ
ネ
ル

ギ
ー
革
命
が
起
こ
り
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主
役

が
石
炭
か
ら
石
油
へ
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
、39
年
に
、周
南
地
域

は
「
工
業
整
備
特
別
地
域
整
備
促
進
法
」

の
適
用
に
よ
り
、工
場
誘
致
を
促
進
す
る

地
域
の
一
つ
に
指
定
さ
れ
、重
化
学
工
業

を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
諸
政
策
が
実
行
さ

れ
ま
し
た
。

整
備
基
本
計
画
の
中
心
は
、
石
油
化

学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を
中
心
と
す
る
工
業

の
振
興
で
し
た
。
製
造
品
出
荷
額
に
つ
い

て
は
、40
年
当
時
２
９
３
０
億
円
で
あ
っ

た
も
の
を
、
45
年
に
は
倍
増
さ
せ
る
計

画
で
、こ
の
目
標
は
、
44
年
に
は
達
成
さ

れ
ま
し
た
。

戦前の徳山港

一
方
で
は
、
30
年
以
降
、
旧
海
軍
施

設
の
跡
地
の
再
利
用
が
図
ら
れ
、
積
極

的
な
産
業
基
盤
の
整
備
が
始
ま
り
ま

し
た
。

や
が
て
工
業
振
興
の
動
き
と
相
ま
っ
て
、

周
南
地
域
の
臨
海
部
に
は
、石
油
、化
学
、

鉄
鋼
な
ど
を
中
心
に
し
た
、基
礎
素
材
型

産
業
が
相
次
い
で
立
地
し
、特
に
石
油
化

学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
は
、県
内
最
大
の
工
業
集

積
地
で
あ
り
、全
国
で
も
有
数
の
工
業
地

帯
に
な
り
ま
し
た
。

平成15年4月23日に、徳山下松港は、国のリサイクル

ポート（総合静脈物流拠点港）に指定されました。

リサイクルポートとは、広域的なリサイクル施設の立地

に対応した、静脈物流ネットワークの拠点になる港湾をい

います。指定された港湾は、リサイクル産業の新規立地促

進や民間事業者が施設整備をする際の補助、また、静脈物

流基盤に対する支援などの優遇措置を受ける

ことができます。

また、徳山下松港は国の特定重要港湾にも指

定されています。国内外の海上輸送網の拠点

であり、国の利害に特に重大な影響を及ぼすも

のとして定められた、全国23港湾のうちの一

つです。

静脈物流…生産、流通、消費の動脈物流に対
し、使用された製品などが回収、再資源化
の目的で還元される仕組みと体系のこと。

コンビナート
ひとくちメモ

物流の拠点、徳山下松港

※

※

調
移

月
末
に
実
施
さ
れ
た
経

市
内
の
工
業
は
、好
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

０
０
０
億
円
で
す
。こ
の
内
の
約
90
パ
ー
セ

造
業
の
出
荷
額
は
、こ
こ
数
年
間
、１
兆
円

第
二
次
世
界
大
戦
前
か
ら
、周
南
地
域

外
需
要
が
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、
主
要



日本一�

アジア一�
u東ソー!

自家発電能力は、一般家庭170万戸をまかなえる能
力で、国内最大級。塩化ビニールパイプ、壁紙、床材及び
バッグなどの原料になる塩化ビニールモノマーの製造
量はアジア最大級。

y東ソー・シリカ!

大型トラックや乗用車などのタイヤに使用される合成
ゴムの補強充てん剤であるシリカ（含水二酸化ケイ素）
の生産量は日本一。また、シリカはオーディオ機器や家
具の塗料や、つや消しなどにも用いられる。
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アジア一�

私たちの暮らしや企業の産業活動に不可欠なエネルギ

ー。これまでのエネルギーには、石油や石炭、天然ガスな

どが主要な資源として使われてきました。

近年注目を集めている燃料電池は、使い切りの乾電池

や、充電によって電気を貯める充電池と違い、水素などの

燃料を投入すれば繰り返し利用できる、いわば「発電器」

です。

そのため、携帯機器用として、またオフィスビルや工場

用の発電装置として、幅広い分野での導入が見込まれて

います。

家庭用の燃料電池（１キロワット程度）の場合、個々の住

宅内に設置する発電システムによって、家庭で消費する電

力の一部をまかなえるようになります。

また、排熱を給湯などに利用できるため、消費エネルギ

ーを減らし、二酸化炭素の排出を削減する効果が期待で

きる、新時代の電池です。

周
南
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
で
生
成
さ
れ
る
水

素
の
量
は
全
国
一
で
す
。
そ
の
水
素
を
燃

料
電
池
の
燃
料
に
し
て
有
効
に
活
用
し
よ

う
と
、市
と
県
、コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
企
業
は
合

同
研
究
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

燃
料
電
池
は
、太
陽
光
や
太
陽
熱
、風

力
、地
熱
な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
と
も

に
近
年
、注
目
を
浴
び
て
い
る
新
し
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
す
。
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量

が
少
な
く
、環
境
へ
の
負
担
が
小
さ
い
た
め

に「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
も
の
の
一
つ
で
す
。

研
究
会
で
は
、実
際
に
、工
場
か
ら
発

生
す
る
水
素
を
、敷
設
し
た
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

で
敷
地
内
に
設
置
し
た
水
素
燃
料
電
池

ユ
ニ
ッ
ト
に
送
り
、安
定
性
や
耐
久
性
の
評

価
を
し
、二
酸
化
炭
素
の
削
減
効
果
な
ど

の
デ
ー
タ
を
取
得
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、水
素
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
一
般
家

庭
ま
で
敷
設
し
、水
素
燃
料
電
池
を
設
置

す
る
計
画
を
立
て
「
水
素
タ
ウ
ン
周
南
」

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

今
後
、新
た
な
水
素
供
給
産
業
や
燃
料

電
池
産
業
が
育
成
す
る
こ
と
で
、経
済
効

果
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
素
タ
ウ
ン
周
南
を
め
ざ
し
て

q保土谷化学工業!

南陽工場では、弾性繊維用ポリオール、ポリウレタン
系の建築材料、自動車用タイヤ接着剤、農薬・医薬の中
間体に用いるファインケミカル製品を製造している。

e徳山積水工業!

水道管などに使われる塩化ビニール樹脂や高機能樹
脂のケミカル製品と、医療機器の真空採血管などのメ
ディカル製品を製造している。

w日本ポリウレタン工業!

衣類やスポーツ用品、自動車・産業用資材の樹脂原
料生産量アジア最大。ポリウレタン接着剤は、オーディ
オテープ、コンピュータ用磁気ディスクに、ポリウレタン
塗料は建築・土木の分野でも活用されている。

コンビナート
ひとくちメモ

エコロジー時代の電池を開発

企業名の前の数字は、

地図上の企業の位置を

表しています。

r昭和電工!

アセトアルデヒドや酢酸エチルなどの溶剤用途向け
の石油化学製品や、ファインケミカル（電子工業用高純
度試薬）を製造している。

t信越ポリマー!

南陽工場では、上・下水道、土木・排水、農業用水など
の分野に使用される塩化ビニールパイプと、採光性や
軽さ、施工性などに優れる樹脂の特性を生かした塩化
ビニールの波板を生産している。

i東ソー・ファインケム!

プラスチックや合成ゴムに欠かせない重合触媒や、半
導体用の超高純度有機金属、歯磨きに使われる第2リ
ン酸カルシウムなどを生産している。

わがまち�の�底�
力�

県
の
経
済
の
原
動
力
と
し
て
、日
本
の
、

そ
し
て
世
界
の
工
業
を
支
え
る
製
品
を
産

み
出
し
て
き
た
周
南
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
。

こ
こ
で
は
、主
な
企
業
と
そ
の
主
要
製
造

品
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

コンビナートのまち周南
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周
南
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
に
は
、全
国
一
と
も

い
わ
れ
る
、大
規
模
な
自
家
発
電
施
設
が

問
合
せ

商
工
観
光
課

1
０
８
３
４
―
22
―
８
５
５
３

世界初�

!5帝人ファイバー!

徳山事業所では、回収したペットボトルを化学分解し、
再びペットボトル用樹脂に再生する完全循環型リサイク
ルシステムを世界で初めて開発。2005年国際博覧会
（愛・地球博）から愛・地球賞を受賞。

!1三井武田ケミカル!

徳山工場では、自動車シートなどのクッション材や、冷
蔵庫や自動販売機の断熱材などに使用されるウレタン
原料のポリエーテルを生産している。

!4出光興産!

国内最大級の精製・石油化学企業で、徳山精油所は西
日本の拠点。周南コンビナート内の各企業にエチレンな
どを供給。2005年、サルファーフリーのガソリン・軽油
（硫黄分が低く排気ガスを抑え、燃費が向上）を販売。

山口エコテック!は、県が策

定した「山口エコタウン基本構

想」の中核プロジェクトの一つ

「ごみ焼却灰のセメント原料化」

を事業化したものです。県下全

域のごみ焼却灰を一か所に集め

て集中処理する、全国初の事例

です。

また、ごみ焼却灰のセメント

原料化工程に、全国で初めて脱

ダイオキシン処理と水洗脱塩素

処理の工程を採用した、環境に

やさしいごみ処理場です。

次代のごみ処理
世界一�

日本一�

!3日本ゼオン!

自動車のエンジン周りに使われる耐油性特殊ゴムの
生産世界一。大気中での寿命が短く地球温暖化防止に
貢献する半導体製造用エッチング・ガスで、アメリカ合衆
国環境保護庁から成層圏オゾン層保護賞を受賞。

!6日本精蝋!

ダイオキシン類を発生せず生分解性のある環境に優
しい石油ワックスを製造する日本唯一の専門メーカー。
ワックスの身近な用途としては、自動車タイヤ、印刷イン
ク、鉛筆、口紅、各種包装材など。

!2日本化学工業!

徳山工場で生産される多くの製品は、光沢があり硬さ
や耐食性に優れたメッキ、また、鮮やかな色彩を保つ顔
料、柔軟で強じんな革を作る革なめし剤などに使用され
ている。

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
新
時
代

あ
り
ま
す
。
平
成
15
年
４
月
に
は
「
環
境

対
応
型
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
特
区
」
の
名
称
で
、

国
か
ら
構
造
改
革
特
区
の
認
定
を
受
け
、

全
国
に
先
駆
け
て
公
共
施
設
や
企
業
間

で
の
電
力
の
特
定
供
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、こ
れ
を
さ
ら
に
推
し
進
め
「
共

同
火
力
発
電
所
」の
建
設
を
最
終
目
標
と

し
て
、県
、市
、コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
企
業
の
合
同

に
よ
る
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の

水
素
の
有
効
的
な
活
用
に
つ
い
て
も
、市

や
県
と
共
同
で
の
研
究
が
進
行
し
て
い

ま
す
。

そ
の
ほ
か
、周
南
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
で
は
、

廃
タ
イ
ヤ
や
ゴ
ミ
焼
却
灰
な
ど
を
セ
メ
ン

ト
の
原
料
と
し
て
再
利
用
す
る
と
い
っ
た
、

環
境
面
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
も
行
っ
て

い
ま
す
。

戦
前
か
ら
一
環
し
て
、地
域
の
経
済
を

支
え
て
き
た
周
南
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
は
、
今

「
次
代
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
」
を
め
ざ
し
て
、環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
両
分
野
で
、新
た
な
開

発
を
進
め
て
い
ま
す
。

!0!トクヤマ
塩を電気分解してできるカセイソーダ、塩素、水素か

ら石けんや紙、携帯電話やパソコンの部品など約120
種類の製品を製造している。半導体の主要素材である
多結晶シリコンの生産量は日本一。

コンビナート
ひとくちメモ

wq

e ur

t

y

o
i

!1

!4

!0

!2 !3

o日新製鋼!

周南製鋼所で、日本で初めてステンレス冷延鋼板の
大量生産に着手。ステンレス洗濯槽に使用されたのも
日本初。自動車部品、家電製品、屋根材など多様な用途
に用いられている。

!5

!6

JR山陽新幹線

徳山駅

櫛ヶ浜駅

福川駅 新南陽駅

JR山陽本線
国道2号
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先生のお手本を参考にしながら、和紙をちぎって貼り付けま
す。細かい作業に、子どもたちの表情は真剣そのもの

思い思いの動物の形を切り抜いた木枠に、ゾウのふんをす
いて作った紙を貼り付け、世界で１つのランタンを作りました

和紙の風合いを
一枚のちぎり絵に

和
紙
を
使
っ
た
ち
ぎ
り
絵
教
室
が
、

８
月
24
日
に
、鹿
野
図
書
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
21
人
の
小
学

生
た
ち
は
学
年
ご
と
に
、鹿
野
公

民
館
ち
ぎ
り
絵
部
の
講
師
や
受

講
生
の
指
導
で
、風
鈴
や
日
本
人

形
、金
魚
な
ど
の
作
品
づ
く
り
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
、ち
ぎ
り
方
ひ
と
つ
で
違
っ
た
表

情
に
な
る
和
紙
の
風
合
い
を
楽
し

み
な
が
ら
、絵
を
完
成
さ
せ
て
い

き
ま
し
た
。

動物園の中で
キャンプを体験

見
る
だ
け
の
動
物
園
か
ら
、体
験
型

の
動
物
園
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
る
徳

山
動
物
園
で
、８
月
27
日
、28
日
に
１
泊

２
日
の
ズ
ー
キ
ャ
ン
プ
が
今
年
初

め
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
し

た
小
学
５
・
６
年
生
26
人
は
、手

製
の
ラ
ン
タ
ン
を
作
り
、夜
間
、園

内
を
探
検
し
た
り
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

や
テ
ン
ト
張
り
な
ど
に
、同
じ
班

に
な
っ
た
仲
間
と
力
を
合
わ
せ
て

取
り
組
み
、夏
休
み
の
楽
し
い
思

い
出
を
つ
く
り
ま
し
た
。
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開始直前に降りだした雨もなんのその。多くの人がグラウン
ドに残って、元気な笑顔で体操をしました

ラジオ体操で周南の
元気を世界に発信

市
民
元
気
発
信
事
業
の
一
環
と
し

て
、９
月
10
日
に「
ラ
ジ
オ
体
操
み

ん
な
の
体
操
会
」
が
市
陸
上
競
技
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
早
朝
の
開
催
に

も
か
か
わ
ら
ず
、約
２
５
０
０
人

の
体
操
愛
好
家
や
親
子
連
れ
が

会
場
に
駆
け
付
け
ま
し
た
。
突

然
の
大
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た

が
、心
地
よ
い
汗
を
流
し
、ラ
ジ
オ

を
通
じ
て
日
本
全
国
、海
外
に
向

け
て
、周
南
の
元
気
を
発
信
し
ま

し
た
。

巣
す

山
やま

地区※鹿野地域

木造校舎のたたずまい
は、見る人に時間を超えて
なつかしさを感じさせてくれ
ます。鹿野地域にも小学校の
木造校舎が残っていて、巣山地区
にある仁保津小学校もその一つです。休校になっ
た今でも、かつての学びやは、多くの子どもたちが巣
立っていった面影をとどめています。
巣山地区は、鹿野地域の南西部に位置し、仁

に

保
ほ

津
つ

、杉
すぎ

ノ
の

河
かわ

内
ち

、栗
くり

ノ
の

木
き

、赤
あか

山
やま

、清
せい

涼
りょう

寺
じ

などの地区か
らなります。この地区から流れ出る栗ノ木川、杉ノ河
内川は、県で3番目に長い佐波川の源流の一つで、
島地川ダムを満たして徳地地域へと注いでいます。
また、歴史的にも徳地地域や新南陽地域和田地
区とのつながりが強く、昭和40年代ころまでは葉タ
バコの栽培が盛んに行われていました。
自然に恵まれた鹿野地域ですが、この地区でも6

月中下旬には、島地川ダムに至る上流で、ホタルの
乱舞が見られ、秋には紅葉も楽しめる自然の豊か
な地区です。

佐波川の源流・
水源の里

下赤山地区にある新平
ケ原公園は、川遊びやキ
ャンプなどの憩いの場と
して親しまれています

でーたふぁいる【8月3１日現在】
●人口／88人　　●世帯／50世帯

★★★★★★★★★★★★★★★★★

旧仁保津小学校旧仁保津小学校�旧仁保津小学校�
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市
美
術
博
物
館
を
訪
れ
る
と

か
つ
て
竪
登

た
て
の
ぼ
り

と
呼
ば
れ
た
徳
山
毛
利

家
藩
主
の
居
館
へ
の
登
城
路
一
帯
は
、現

在
、桜
並
木
が
映
え
る「
緑
と
文
化
の
プ
ロ

ム
ナ
ー
ド
」や
文
化
会
館
な
ど
、市
の
文
化

ゾ
ー
ン
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
角
に
あ
る
市
美
術
博
物
館
は
、

郷
土
に
ゆ
か
り
の
あ
る
美
術
や
歴
史
資
料

な
ど
を
収
集
・
保
存
・
調
査
し
、広
く
紹
介

す
る
施
設
と
し
て
、平
成
７
年
に
完
成
し

ま
し
た
。
上
下
二
層
の
展
示
室
か
ら
な
る

こ
の
建
物
は
、一
階
に
企
画
展
示
室
、二

階
に
は
常
設
展
示
室
を
備
え
て
い
ま
す
。

今
回
は
市
美
術
博
物
館
の
常
設
展
の

魅
力
に
つ
い
て
、有あ
り

田た

順
じ
ゅ
ん

一い
ち

学
芸
員
に
話

を
聞
き
ま
し
た
。

郷
土
の
文
化
と
歴
史
の
集
大
成

「
一
般
的
に
美
術
館
な
ど
で
は
、企
画

展
が
表
に
出
て
目
を
奪
わ
れ
が
ち
で
す

が
、常
設
展
は
、そ
の
館
の
心
臓
部
に
当
た

り
ま
す
。
ぜ
ひ
当
館
の
２
階
に
も
足
を
運

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
」
と
有
田
さ
ん
。

市
美
術
博
物
館
で
は
、写
真
家
林
は
や
し

忠た
だ

彦ひ
こ

の
作
品
、画
家
岸き

し

田だ

劉
り
ゅ
う

生せ
い

・
宮み

や

崎ざ
き

進し
ん

、

詩
人
ま
ど
・
み
ち
お
の
絵
画
作
品
な
ど
郷

土
ゆ
か
り
の
作
品
を
幅
広
く
収
蔵
し
て
い

ま
す
。
常
設
展
は
、こ
れ
ら
の
作
品
と
郷
土

の
歴
史
資
料
を
併
せ
て
写
真
、美
術
、歴

史
の
３
部
門
の
展
示
室
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
中
で
も
最
も
全
国
か
ら
注
目
さ
れ

て
い
る
の
が
林
忠
彦
記
念
室
で
す
。

写
真
文
化
の
発
信
拠
点
と
し
て

林
忠
彦
記
念
室
で
は
、本
市
が
生
ん
だ

日
本
を
代
表
す
る
写
真
家
、林
忠
彦
の
報

道
カ
メ
ラ
マ
ン
時
代
の
写
真
や
代
表
作
「
日

本
の
作
家
」、晩
年
の「
東
海
道
」
に
至
る

作
品
や
愛
用
の
カ
メ
ラ
な
ど
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
展
示
室
の
中
央
に
は
、名
作

「
日
本
の
作
家（
太
宰
治
）」
の
撮
影
現
場

と
し
て
有
名
な
酒
場
、ル
パ
ン
の
バ
ー
・
カ
ウ

ン
タ
ー
の
一
部
が
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家
の
最
高
賞
と

し
て
知
ら
れ
る
、林
忠
彦
賞
の
歴
代
受
賞

【
林
忠
彦
賞
】

写
真
家
林
忠
彦
は
、日
本
の
写
真

文
化
発
展
の
た
め
に
、日
本
写

真
家
協
会
の
設
立
に
尽
力
す
る
一
方
、

二
科
会
を
通
じ
て
、ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家

の
指
導
や
育
成
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
遺
志
を
次
世
代
に
引
き
継

ぎ
、写
真
文
化
の
振
興
と
、数
々
の
偉

業
を
記
念
す
る
た
め
に
、平
成
３
年
度

に
市
が
市
文
化
振
興
財
団
と
と
も
に
、

創
設
し
ま
し
た
。

※

■

郷
土
文
化
や
写
真
芸
術
の
発
信
拠
点
■

林忠彦記念室林忠彦記念室林忠彦記念室林忠彦記念室林忠彦記念室林忠彦記念室林忠彦記念室林忠彦記念室林忠彦記念室林忠彦記念室林忠彦記念室林忠彦記念室林忠彦記念室林忠彦記念室林忠彦記念室林忠彦記念室林忠彦記念室

�

���

●�

●�

徳山駅�

県道下松新南陽線�
JR山陽本線�

市役所本庁舎�
美術博物館�

●�文化会館�
徳山動物園�

●�
県総合庁舎�

←新南陽駅� 下松駅→�

国道2号�
←防府市� 下松市→�

「
日
本
の
作
家（
太
宰
治
）」
１
９
４
６（
昭
和
21
）年

作
品
も
展
示
さ
れ
て
い
て
、全
国
各
地
か

ら
写
真
を
愛
す
る
人
た
ち
が
訪
れ
ま
す
。

「
来
年
度
開
催
さ
れ
る
国
民
文
化
祭
で

も
、本
市
は
写
真
部
門
を
引
き
受
け
、写

真
の
ま
ち
と
し
て
情
報
を
発
信
し
ま
す
」

と
有
田
さ
ん
。
今
後
も
、こ
れ
ら
の
郷
土
の

財
産
を
生
か
す
企
画
に
力
が
入
り
ま
す
。

徳山地域の歴史の縮図を垣間見ることができます

※



■周南市民劇場例会・会員募集

～劇団文化座公演「いろはに金米糖」

●日時／10月1日（土）18時30分～、

2日（日）13時30分～●場所／文化

会館●入会金／一般3,000円、大学生

2,300円、中高生2,000円●月会

費／一般2,500円、大学生1,800円、

中高生1,500円●問合せ／周南市民

劇場10834―21―7097

■健康・ダンス・フェスタ

●日時／10月7日（金）10時30分～

12時●場所／市民館大ホール●参加

料／無料●問合せ／ザ・とくやま健康

体操藤
ふじ

井
い

さん10834―31―8995

■若山城主陶晴賢公450年忌復権祭

ＪＲ福川駅から若山城を往復するウ

ォーキングや歴史講演などを行いま

す。●日時／10月9日（日）9時～14

時※雨天の場合は10月10日（祝）。●

集合場所／ＪＲ福川駅●参加料／100

円●問合せ／陶の道を発展させる会

中
なか

村
むら

さん10834―63―1983

■岐陽中学校吹奏楽部定期演奏会

●日時／10月10日（祝）13時30分

～●場所／市民館大ホール●入場

料／無料●内容／春風のマーチ、交響

詩「ローマの祭」など●問合せ／岐陽

中学校野
の

上
がみ

さん10834―22―

8840

■アイバンク＆盲導犬育成基金

チャリティーショー

●日時／10月23日（日）11時～●場

所／新南陽ふれあいセンター●入場

料／1,000円●問合せ／新南陽若山ラ

イオンズクラブ10834―61―1056

■山野草盆栽なじみ会銘品展

●日時／10月29日（土）9時～17

時・30日（日）9時～16時●場所／市

民館大会議室●入場料／無料●問合

せ／山野草盆栽なじみ会入
いり

江
え

さん

10834―28―5544

■周南シニア劇場会員募集

昭和30年～40年代の映画を中心に

上映します。●上映期日／毎月1回1週

間（土～金曜日）13時～・18時30分～

●場所／テアトル徳山1●年会費／

6,000円●観賞料／1回500円※年6

回無料。●問合せ／周南シニア劇場実

行委員会事務局10834―21―0480

地元の子どもたちも、ステージイベントの出演者やク
リーンスタッフとして参加、祭りを支えています

「
Ｊ
Ｒ
戸
田
駅
が
無
人
駅
に
な
り
、こ

の
ま
ま
で
は
こ
の
地
区
が
寂
れ
る
と
い
う

危
機
感
か
ら
、自
分
た
ち
の
ま
ち
を
自
分

た
ち
の
手
で
何
と
か
し
よ
う
と
有
志
が
集

っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
」
と
話
す
の
は
、夜

市
・
戸
田
・
湯
野
地
区
の
活
性
化
に
向
け

て
活
動
す
る
、西
徳
山
ま
ち
づ
く
り
の
会

会
長
を
務
め
る
今
橋
さ
ん
で
す
。

「
西
徳
山
い
け
い
け
フ
ェ
ス
タ
」
は
平
成

９
年
か
ら
毎
年
、ま
ち
づ
く
り
の
会
の
活

動
の
一
環
と
し
て
、地
元
の
人
た
ち
に
参

画
を
呼
び
掛
け
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
今

橋
さ
ん
は
、そ
の
祭
り
を
一
年
目
か
ら
支

え
て
い
る
一
人
で
も
あ
り
ま
す
。

「
実
行
委
員
の
高
齢
化
や
減
少
と
い
う

悩
み
も
あ
り
ま
す
が
、会
場
の
清
掃
活
動

（
ク
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
）に
加
わ
る
子
ど
も
た

ち
の
、生
き
生
き
と
し
た
表
情
が
励
み
に

な
り
ま
す
。
祭
り
に
多
く
の
人
に
来
て
も

ら
い
、地
元
の
人
々
と
交
流
す
る
こ
と
で
、

こ
の
地
の
温
か
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で

す
ね
」
と
三
地
区
が
力
を
合
わ
せ
る
祭
り

の
魅
力
を
強
調
す
る
今
橋
さ
ん
。

今
年
の
西
徳
山
い
け
い
け
フ
ェ
ス
タ
は
、

10
月
８
日（
土
）に
Ｊ
Ｒ
戸
田
駅
前
広
場

で
開
催
さ
れ
ま
す
。「
三
世
代
で
築
こ

う
！
湯ゆ

ー

戸と

飛ぴ

夜や

〜
世
代
で
伝
え
る
も
っ
た

い
な
い
」
を
テ
ー
マ
に
、例
年
の
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
や
バ
ザ
ー
に
加
え
て
、資
源
の
大
切

さ
を
再
認
識
す
る
仕
掛
け
も
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。

西
徳
山
に
集
ま
れ

い
け
い
け
フ
ェ
ス
タ

伝�伝�言�
板�
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皆さんの活動の情報を掲載します

西徳山まちづくりの会会長

今橋一男さん

西徳山まちづくりの会会長

今橋一男さん

西徳山まちづくりの会会長

今橋一男さん

西徳山まちづくりの会会長

今橋一男さん

西徳山まちづくりの会会長

今橋一男さん

西徳山まちづくりの会会長

今橋一男さん

西徳山まちづくりの会会長

今橋一男さん

西徳山まちづくりの会会長

今橋一男さん

西徳山まちづくりの会会長

今橋一男さん

西徳山まちづくりの会会長

今橋一男さん

西徳山まちづくりの会会長

今橋一男さん

西徳山まちづくりの会会長

今橋一男さん

西徳山まちづくりの会会長

今橋一男さん

西徳山まちづくりの会会長

今橋一男さん

西徳山まちづくりの会会長

今橋一男さん

西徳山まちづくりの会会長

今橋一男さん

西徳山まちづくりの会会長

今橋一男さん
いまはし かず おいまはし かず おいまはし かず おいまはし かず おいまはし かず おいまはし かず おいまはし かず おいまはし かず おいまはし かず おいまはし かず おいまはし かず おいまはし かず おいまはし かず おいまはし かず おいまはし かず おいまはし かず おいまはし かず お
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■
ス
テ
ー
ジ
出
演
者

対
象

市
内
に
在
住
す
る
人
を
中
心
に

構
成
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ

内
容

中
学
生
以
下
を
対
象
に
し
た
も
の

要
件

●
舞
台（
幅
６
ｍ
×
奥
行
４
ｍ
）、ま

た
は
舞
台
前
で
演
じ
ら
れ
る
も
の
●
機
材

な
ど
は
各
自
で
運
搬
※
基
本
的
な
音
響

は
主
催
者
で
準
備
し
ま
す
。●
出
演
時
間

は
お
お
む
ね
20
分
●
出
演
料
な
し

■
バ
ザ
ー
出
店
者

食
べ
物
コ
ー
ナ
ー

対
象
と
募
集
数

原
則
、地
元
産
の
食
材

の
使
用
に
協
力
が
で
き
る
市
内
の
非
営
利

団
体
、20
店

内
容

や
き
そ
ば
、お
で
ん
、焼
き
鳥
な
ど

や
、子
ど
も
の
好
き
な
食
べ
物

キ
ッ
ズ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

対
象
と
募
集
数

５
人
１
組（
保
護
者
の

引
率
必
要
）の
小
学
生
、ま
た
は
３
人
以

上
１
組
の
中
学
生
・
高
校
生（
保
護
者
の

同
意
必
要
）、１
０
０
組

内
容

子
ど
も
が
店
主
、不
用
品
の
販
売

■
競
技
参
加
者（
賞
品
あ
り
）

み
ん
な
で
Ｊジ

ｕャ

ｍン

ｐプ
（
長
な
わ
と
び
）

■元気こども総合相談センター

子どもに関するさまざまな相談

場所 市役所本庁舎本館3階元気こども課内

■元気こども24時間ホットライン（年中無休）

10834―31―2400

（みんないっしょに24時間○
まる

○
まる

待っTEL
てる

よ）

■家庭児童相談室

子育て、母子（父子）家庭、寡婦の人への自

立に向けた悩み、貸付など

場所 市役所東本館2階児童家庭課内10834―

22―8452

■総合支所などでの「家庭児童相談日」

新南陽総合支所…●毎週火曜日10時～16

時（自立支援･貸付）●毎週水曜日10時～

16時（家庭児童相談）

熊毛総合支所…第2木曜日10時～16時

鹿野公民館…第4木曜日10時～16時

問合せ 児童家庭課1 0834―22―8452

■ヤングテレホンしゅうなん（教育相談）

学習、しつけ、悩み、進路、不登校いじめ、など

10834―21―7830

場所 教育委員会生涯学習課内

いじめ相談フリーダイヤル8…0120―

783090

■子どものこと相談（教育相談）日

日時と場所 10月4日（火）、21日（金）、１１月１日

（火）13時30分～16時30分、勤労福祉センター

問合せ 生涯学習課青少年教育担当10834―

22―8697

「元気アップこども通信」は、「こども」に関するさま

ざまな情報を紹介し、市民の皆さんと一緒に、子どもの

未来、周南の未来を考えていくコーナーです。

子どもに関する相談窓口

対
象
と
定
員

10
人
１
組
の
小
学
生
、

60
組

内
容

連
続
ジ
ャ
ン
プ
の
回
数
を
競
う

最
初
は
Ｇ
ｏ
ｏ

グ
ー

（
じ
ゃ
ん
け
ん
）

対
象
と
定
員

５
人
１
組
の
家
族
や
学

校
・
職
場
の
友
達
、１
０
０
組

内
容

団
体
戦
で
の
大
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会

■
遊
び
・
体
験
・
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー

対
象

工
作
や
実
験
な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ

ー
を
開
設
す
る
団
体
・
学
校
・
企
業

■
周
南
ク
イ
ズ
王
の
○
×
問
題

内
容

市
に
関
す
る
○
×
ク
イ
ズ
の
問
題

※
採
用
者
の
中
か
ら
、抽
選
で
賞
品
あ
り
。

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

対
象
と
定
員

中
学
生
以
上
の
個
人
や

団
体
、１
０
０
人

■
申
込
み

10
月
31
日（
月
）ま
で
に
、元
気
こ
ど
も

課
、ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
す
る

申
込
用
紙
で
、元
気
こ
ど
も
課
内
元
気
こ

ど
も
ゆ
め
ま
つ
り
実
行
委
員
会
1
０
８
３

４
―
22
―
８
３
３
１

子どもに関する情報は、ホーム

ページでも見ることができます。

■市元気こども課ホームページ

http://www.city.shunan.yamaguchi.jp/hp/genkikodomo/

■市青少年育成市民会議ホームページ（こみみネット）

http://www/ko33.net/

※こみみネットは、山口キャリアデザイン専門学校の

協力により運営しています。

ホホーームムペペーージジ開開設設 こ
み
み
ち
ゃ
ん

元元
気気
ここ
どど
もも
ゆゆ
めめ
まま
つつ
りり
のの

参参
加加
者者
をを
募募
集集

12
月
４
日（
日
）10
時
〜
15
時
に
、市
陸
上
競
技
場
で
開

催
す
る「
元
気
こ
ど
も
ゆ
め
ま
つ
り
」の
参
加
者
な
ど
を
募

集
し
ま
す
。



食
しょく

欲
よく

の秋
あき

になり、食
た

べ物
もの

がおいしい

季
き

節
せつ

になりましたが、皆
みな

さんはお菓
か

子
し

を食
た

べ過
す

ぎたり、給食
きゅうしょく

を残
のこ

したりして

いませんか？

最
さい

近
きん

、大人
おとな

がよくかかる生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

病
びょう

（高
こう

血
けつ

圧
あつ

や糖尿病
とうにょうびょう

など）になる子
こ

ど

もがいます。また太
ふと

り過
す

ぎや、やせ過
す

ぎの子
こ

どもたちも増
ふ

えています。

これは、子
こ

どもたちが「自
じ

分
ぶん

の健
けん

康
こう

」

について考
かんが

えなかったり、生
せい

活
かつ

時
じ

間
かん

が

乱
みだ

れたり、食
た

べ物
もの

の好
す

き嫌
きら

いが多
おお

いこ

とが原
げん

因
いん

といわれています。

大人
おとな

になっても生活習慣病
せいかつしゅうかんびょう

にならず

に、ずっと元
げん

気
き

に過
す

ごすためには、子
こ

ど

ものころから自
じ

分
ぶん

の体
からだ

や健
けん

康
こう

に関
かん

心
しん

をもち、よい生
せい

活
かつ

習慣
しゅうかん

を身
み

につけるこ

とが大
たい

切
せつ

です。

そこで、市
し

では今
こん

年
ねん

度
ど

から「子
こ

ども

の食
しょく

と元
げん

気
き

づくり事
じ

業
ぎょう

」を始
はじ

めて、食
た

べることや子
こ

どもの健
けん

康
こう

について応
おう

援
えん

をします。

まず、市
し

内
ない

の小学
しょうがく

5年
ねん

生
せい

と中学
ちゅうがく

2年
ねん

生
せい

にお願
ねが

いして、子
こ

どもたちの血
けつ

液
えき

が

健
けん

康
こう

かどうかを調
しら

べます。

そして、その検
けん

査
さ

の結
けっ

果
か

を「良
よ

かっ

た」「悪
わる

かった」で終
お

わらせずに、家
か

族
ぞく

みんなで結
けっ

果
か

について話
はな

し合
あ

い、今日
きょう

からでも取
と

り組
く

めることはないかと考
かんが

えてもらいます。

必
ひつ

要
よう

な人
ひと

には、一人
ひとり

ひとりの生
せい

活
かつ

が

良
よ

くなる方
ほう

法
ほう

を一緒
いっしょ

に考
かんが

える相
そう

談
だん

も

行
おこな

います。

また、生
せい

活
かつ

習慣
しゅうかん

や食
しょく

事
じ

についての

アンケートを行
おこな

って、これから学
がっ

校
こう

や

地
ち

域
いき

でどのような取
と

り組
く

みをしたらい

いのか、みんなで一
いっ

緒
しょ

に考
かんが

えます。

昨
さく

年
ねん

まで須
す

々
す

万
ま

地
ち

区
く

で行
おこな

ったモデ

ル事
じ

業
ぎょう

では、健
けん

康
こう

づくりに関
かん

する授業
じゅぎょう

や子
こ

どもたちの朝食
ちょうしょく

コンクール、お弁
べん

当
とう

づくりなど、積
せっ

極
きょく

的
てき

に健
けん

康
こう

づくりの

活
かつ

動
どう

に取
と

り組
く

みました。

すると「食
しょく

」に関
かん

する考
かんが

えが変
か

わっ

て、朝食
ちょうしょく

を食
た

べる子
こ

が増
ふ

えたり、給食
きゅうしょく

を残
のこ

す量
りょう

も減
へ

りました。

このような取
と

り組
く

みで、自
じ

分
ぶん

の体
からだ

を

大
たい

切
せつ

する子
こ

どもが増
ふ

えてくれれば、う

れしいです。

みんなが大人
おとな

になっても、ずっと元
げん

気
き

で過
す

ごせるようにしましょう。

くわしくは…

健
けん

康
こう

増
ぞう

進
しん

課
か

10834―22―8553

子
こ

どものころから自
じ

分
ぶん

の健
けん

康
こう

に

興味
きょうみ

をもつことは、とても大
たい

切
せつ

です。

そこで、市
し

では「子
こ

どもの食
しょく

と元
げん

気
き

づくり事
じ

業
ぎょう

」で、家
か

族
ぞく

や地
ち

域
いき

ぐる

みで行
おこな

う健
けん

康
こう

づくりを応
おう

援
えん

するこ

とになりました。

子こ

ど
も
の
食し

ょ
く

と
元げ

ん

気き

づ
く
り
事
業

じ
ぎ
ょ
う

を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
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み
ん
な
で
進
め
る
男
女
共
同
参
画

市
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
推

進
す
る
、男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
15
年
に
男
女
共
同
参
画
推
進
条

例
を
制
定
し
、基
本
的
な
考
え
方
や
市
、

市
民
、事
業
者
や
団
体
の
役
割
な
ど
を
定

め
ま
し
た
。

ま
た
、平
成
16
年
に
は
条
例
に
基
づ
い
て

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
を
策
定
し
、男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
施
策

の
内
容
を
定
め
て
、取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
は
、男
女
共
同
参
画
に
向
け

た
意
識
づ
く
り
・
人
づ
く
り
で
す
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
に
あ
る
、男
女
の

固
定
的
な
役
割
分
担
や
慣
習
に
つ
い
て
も
、

本
当
に
お
互
い
を
尊
重
し
合
っ
た
も
の
か

ど
う
か
、も
う
一
度
、見
直
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
条
例
や
基
本
計
画
の
内
容
、ま
た
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.shun

an.yam
aguchi.jp/hp/kikaku/danjo/

私
た
ち
の
男
女
共
同
参
画

暮
ら
し
の
中
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か

■
家
庭
で
は
…

大
人
も
子
ど
も
も
、家
族
と
し
て
お
互

い
を
大
切
に
し
、協
力
し
合
っ
て
生
活
し
て

い
ま
す
か
。

■
職
場
で
は
…

能
力
を
生
か
し
て
、生
き
生
き
と
働
く
環

境
が
整
っ
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、

お
か
し
い
な
…
と
思
っ
た
ら
、心

を
開
い
て
し
っ
か
り
話
し
合
う

環
境
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

■
学
校
で
は
…

そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
過
程
で
、

個
人
の
尊
重
や
男
女
の
平
等

を
学
び
、男
女
が
お
互
い
を
理

解
し
、協
力
し
合
っ
て
学
校
生

活
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
か
。

■
地
域
で
は
…

地
域
活
動
に
積
極
的
に
参

加
し
、方
針
決
定
の
場
で
も
男
女
が
共
に

参
画
し
て
い
ま
す
か
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
男
尊
女
尊

本
市
に
は
、１
０
０
年
以
上
前
の
明
治

34
年
か
ら「
こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、男
尊
女

尊
で
な
く
て
は
い
け
な
い
」
と
、全
国
に
先

駆
け
て
、男
女
の
人
権
尊
重
と
女
性
の
自

立
を
訴
え
続
け
た
人
が
い
ま
す
。

そ
の
人
は
、鹿
野
上
に
あ
る
二に

所し
ょ

山や
ま

田だ

神
社
の
宮
司
だ
っ
た
宮み
や

本も
と

重し
げ

胤た
ね

さ
ん（
明

治
14
年
〜
昭
和
34
年
）で
す
。

重
胤
さ
ん
は
、男
尊
女
卑
の
風
潮
が
強

く
、女
性
の
社
会
参
加
に
抵
抗
が
強
か
っ

た
明
治
の
こ
の
時
期
に
、女
性
の
自
立
や

社
会
参
加
を
強
く
訴
え
続
け
ま
し
た
。

重
胤
さ
ん
の
男
尊
女
尊
の
考
え
は
、現

代
の
男
女
共
同
参
画
の
取
り
組
み
に
通
じ

る
先
駆
的
な
も
の
で
し
た
。

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

宮
本
重
胤
さ
ん
が
、男
尊
女
尊
を
訴
え

た
鹿
野
で
開
催
し
ま
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
鹿
野
か
ら
発
信

男
女
共
同
参
画
」で
す
。

日
時

11
月
26
日（
土
）10
時
〜
15
時
30
分

場
所

鹿
野
公
民
館

内
容

▼
午
前
の
部
…
宮
本
公き
み

胤た
ね

さ
ん

（
二
所
山
田
神
社
の
宮
司
）の
講
話
と
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
▼
午
後
の
部
…
も
り

い
さ
む
さ
ん（
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
）

の
歌
と
お
話

問
合
せ

企
画
課
男
女
共
同
参
画
室

1
０
８
３
４
―
22
―
８
２
０
５

正解者の中から抽選で、8人の皆さんに図書カードをプレゼント

男尊女卑の風潮が強かった明治時代に、宮本重胤さ

んが訴えた、当時としては先駆的な考え方とは？

①人間皆平等　②男女同権　③男尊女尊　④地域振興

応募の方法 10月20日（木）までに、クイズの答え・男女共

同参画に関する意見・住所・氏名・電話番号を、はがき、ファ

ックス、Ｅメールで、〒745-8655岐山通1―1企画課男女

共同参画室50834―22―8475・Eメールkikaku

@city.shunan.yamaguchi.jp

私
た
ち
が
暮
ら
す
地
域
や
学
校
な
ど
、社
会
全
体
で
、男
性
も
女
性

も
、性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と

が
で
き
「
ひ
と
」
と
し
て
輝
い
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
、男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

プ レ ゼ ン ト ク イ ズ

Q

10
月
は
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
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台風14号で被災された皆さんに対する
各種制度

「り災証明」の発行
本庁総務課まち防災室及び各総合支

所の地域政策課で発行します。申請時

には、災害個所の写真または、自治会長

などの証明が必要です。申請書の様式

は、市のホームページhttp://www.city.

shunan.yamaguchi.jp/からもダウン

ロードできます。

●問合せ／総務課まち防災室10834

―22―8208、または各総合支所地域

政策課。新南陽10834―61―4216、

熊毛10833―92―0008、鹿野
10834―68―2331

市税の減免と納税の猶予
■固定資産税と都市計画税

●対象／土地・家屋・償却資産の損害

が2割以上あった人●問合せ／課税課
10834―22―8269

■市県民税

●対象／住宅または家財の損害（保険

などによる補てんを除く）が3割以上あ

った人●問合せ／課税課10834―

22―8273

■納税の猶予

●対象／被災により納期内に納めるこ

とが困難になった人●問合せ／納税課
10834―22―8277

国民健康保険・介護保険
（65歳以上）保険料の減免
●対象／台風で被害を受け、保険料の支

払いが困難になった人●問合せ／▼国民

健康保険…保険年金課10834―22―

8312▼介護保険…介護保険課10834

―22―8467、または各総合支所健康

福祉課。新南陽10834―61―4110、

熊毛10833―92―0035、鹿野1083

4―68―0032

市災害復旧援護資金融資
●対象／風水害などにより住宅に被害

を受けた給与所得者（パートなどを除

く）●連帯保証人／2人（市内に住所が

ある成人）●融資限度額／200万円●

年利／1.4％●償還期間／5年以内

（据え置き6か月）●問合せ／社会課
10834―22―8465、または各総

合支所担当窓口。新南陽10834―

61―4114、熊毛10833―92―

0012、鹿野10834―68―2332

災害援護資金
●対象／全壊・半壊世帯、家財の1/3

以上などの被害世帯（所得制限あり）。

連帯保証人が必要●貸付限度額／災

害の程度により150万円～350万円

●年利／3％（据え置き期間中無利子、

利子補給予定、9月14日現在）●償還

期間／10年（据え置き3年間）●問合

せ／社会課10834―22―8465、また

は各総合支所健康福祉課。新南陽1083

4―61―4114、熊毛10833―92

―0012、鹿野10834―68―2332

市災害見舞金
●対象／住家の損壊が半壊以上の場

合●問合せ／社会課10834―22―

8465、または各総合支所担当窓口。

新南陽10834―61―4114、熊毛
10833―92―0012、鹿野10834

―68―2332

母子・寡婦福祉資金（災害時）
の貸付
●対象／母子・寡婦家庭で、住宅に被害

のあった人●融資限度額／200万円

●年利／3％●償還期間／7年以内

（据え置き6か月）●問合せ／児童家庭

課10834―22―8460

社会福祉協議会の貸付
■生活福祉資金

●対象／災害により住居または家財が

被害を受けた低所得世帯で、市災害援

護資金その他の制度を利用できない

人。連帯保証人1人（65歳未満）が必要

●融資限度額／150万円●年利／無し

●償還期間／7年以内（据え置き1年）

■災害援護緊急資金

●対象／本市に住民登録があり、災害

により住居または家財が被害を受けた

低所得世帯。連帯保証人1人が必要●

融資限度額／▼住居補修50万円▼生

活必需品10万円●年利／無し●償還

期間／▼住居補修10年以内（据え置

き3年）▼生活必需品5年以内（据え置

き1年）●問合せ／社会福祉協議会各

支部。徳山10834―22―8700、新南

陽10834―62―4981、熊毛1083

3―92―0027、鹿野10834―68―

2998

住宅金融公庫「災害復興住
宅融資制度」
●対象／住宅に10万円以上の被害を

受けた人●融資限度額（補修）／▼耐

火・準耐火住宅640万円▼木造住宅

590万円●年利／1.9％（9月8日現

在）●償還期間／20年以内●問合せ／

開発指導課10834―22―8421

台風14号県中小企業制度融
資による貸付
●対象／台風14号により50万円以上

の被害を受けた中小企業者など（農業、

林業及び漁業の一次産業は対象外）●

融資限度額／8,000万円●年利／5

年以内1.6％、5年超1.7％●償還期

間／10年以内（据え置き2年）●保証

人・保証料／必要（保証料…年0.65％）

●担保／必要に応じて徴収※通常とは

別の、り災証明が必要です。商工観光課

または各総合支所の産業振興課で発

行。●問合せ／商工観光課10834―

22―8371

中小企業勤労者、離職者への
住宅災害復旧資金の貸付
■市中小企業勤労者小口資金

●対象／中小企業に勤務する労働者

（パートなどを除く）で、災害にあった人

●融資限度額／100万円●償還期

間／4年以内

■市離職者緊急対策資金

●対象／企業倒産やリストラで離職を

余儀なくされ、災害にあった人●融資

限度額／100万円●償還期間／4年

以内●問合せ／商工観光課10834

―22―8373

9月6日に襲来した台風14号の被災者へ対する
各種制度などについてお知らせします。

被害に遭われた皆様に心からお見舞い申し上げます



国
勢
調
査
の
調
査
票
を
回
収

10
月
１
日
現
在
で
、国
勢
調
査
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

現
在
、調
査
員
が
各
世
帯
を
訪
問
し
て

調
査
票
を
回
収
し
て
い
ま
す
。
調
査
票
は

折
っ
た
り
、丸
め
た
り
し
な
い
で
大
切
に
保

存
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
情
報
政
策
課
1
22
―
８
２

６
３

業
務
委
託
及
び
物
品
調
達
等
の
指

名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

平
成
18
・
19
年
度
に
、市
が
発
注
す
る

業
務（
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業

務
を
除
く
）委
託
及
び
物
品
調
達
等
の
契

約
に
か
か
わ
る
指
名
競
争
入
札
に
参
加
す

る
た
め
の
資
格
審
査
を
、受
け
付
け
ま
す
。

▼
内
容
／
▽
業
務（
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
等
業
務
を
除
く
）委
託
▽
物
品
調

達
等
▼
登
録
期
間
／
平
成
18
年
４
月
１

日
〜
20
年
３
月
31
日
▼
申
請
書
類
／
入

札
監
理
課
に
備
え
付
け
、ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
▼
申
込

み
／
11
月
１
日（
火
）〜
30
日（
水
）に
、郵

送（
11
月
30
日
消
印
有
効
）ま
た
は
持
参

で
、入
札
監
理
課
1
22
―
８
２
３
４

土
地
区
画
整
理
事
業

事
業
計
画
の
縦
覧

熊
毛
都
市
計
画
事
業
中
央
土
地
区
画

整
理
事
業
の
設
計
図
な
ど
を
変
更
す
る
た

め
、事
業
計
画
変
更
の
縦
覧
を
し
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間
／
10
月
11
日（
火
）〜
24
日

（
月
）８
時
30
分
〜
17
時
15
分
※
土
・
日
曜

日
も
行
い
ま
す
。▼
縦
覧
場
所
／
熊
毛
総

合
支
所
区
画
整
理
第
一
課
熊
毛
分
室
1

92
―
０
０
３
７

排
水
設
備
工
事
新
規
指
定
工
事
店

▼
工
事
店
名
／
シ
ビ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
1
32
―
５
４
９
５
▼
問
合
せ
／

下
水
道
維
持
課
1
61
―
４
２
０
８

ハ
ー
ト
ピ
ア
共
催

▼
対
象
／
県
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先

が
あ
る
中
小
企
業
で
働
く
従
業
員
▼
内

容
／
死
亡
、障
害
、入
院
、住
宅
災
害
な

ど
に
対
し
て
セ
ッ
ト
で
保
障
し
、結
婚
、出

産
、銀
婚
、小
・
中
学
校
・
高
校
入
学
祝
い

を
給
付
▼
掛
金
／
１
型
４
５
０
円
、２
型

９
０
０
円
、３
型
１
５
０
０
円
、４
型
２
０

０
０
円
、高
齢
者
型
４
５
０
円
、フ
ァ
ミ
リ

ー
型
５
０
０
円
※
事
業
所
が
従
業
員
の
た

め
に
共
済
掛
金
を
負
担
し
た
場
合
、損
金

ま
た
は
必
要
経
費
に
算
入
で
き
ま
す
。▼

申
込
み
／
商
工
観
光
課
内
市
勤
労
福
祉

共
済
会
1
22
―
８
３
７
３
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行
政
相
談
制
度
は
、国
の
仕
事
、特

殊
法
人
な
ど
の
仕
事
、県
・
市
の
仕
事
で

国
か
ら
受
託
し
て
い
る
仕
事
に
関
す
る

意
見
や
要
望
、苦
情
な
ど
を
受
け
付
け
、

そ
の
解
決
や
実
現
の
促
進
を
図
っ
て
い

く
制
度
で
す
。

本
市
で
は
、８
人
の
皆
さ
ん
が
行
政

相
談
委
員
と
し
て
国
か
ら
委
嘱
さ
れ
て

い
ま
す
。

委
員
の
皆
さ
ん
は
、問
題
の
解
決
を

図
る
た
め
、関
係
機
関
へ
の
連
絡
、助
言

や
説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、行
政
相
談
委
員
に
関
す
る
こ

と
は
、山
口
行
政
評
価
事
務
所
1
０
８

３
―
９
２
２
―
１
５
９
１
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

市
内
で
行
政
相
談
を
開
催
す
る
と

き
は
、事
前
に
広
報
に
掲
載
し
ま
す
。

ま
た
、山
口
行
政
評
価
事
務
所
1

10
月
17
日（
月
）〜
23
日（
日
）は

秋
の
行
政
相
談
週
間

０
５
７
０
―
０

９
０
１
１
０
で

も
、行
政
相
談

を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

問
合
せ

生
活
安
全
課
1
22
―
８
３

２
０

■
巡
回
行
政
相
談

国
の
仕
事
の
こ
と
に
つ
い
て
苦
情
、意

見
、要
望
な
ど
を
受
け
付
け
ま
す
。

熊
毛
地
域
で
開
催

日
時

10
月
18
日（
火
）13
時
〜
16
時

場
所

熊
毛
郵
便
局

問
合
せ

熊
毛
総
合
支
所
市
民
生
活

課
1
92
―
０
０
１
０

鹿
野
地
域
で
開
催

日
時

10
月
19
日（
水
）10
時
〜
15
時

場
所

鹿
野
公
民
館

問
合
せ

鹿
野
総
合
支
所
市
民
生
活

課
1
68
―
２
３
３
３

新
南
陽
地
域
で
開
催

日
時

10
月
20
日（
木
）10
時
〜
12
時

場
所

和
田
公
民
館b

・
み
な
み
会
館b

問
合
せ

新
南
陽
総
合
支
所
市
民
生

活
課
1
61
―
４
１
０
５

相
談

■本市の行政相談委員
氏名 住所

有
あり

馬
ま 　

彰
あきら

安田

梅
うめ

田
だ

洋
よう

治
じ

大島

小
お

田
だ

敏
とし

雄
お

須々万

國
くに

冨
どみ

和
かず

美
み

二番町

小
こ

林
ばやし 　

眞
まこと

鹿野上

柴
しば

崎
ざき

裕
ゆう

子
こ

戸田

冨
とみ

永
なが

節
せつ

子
こ

新地町

長
なが

宗
むね

正
まさ

之
ゆき

政所4
（敬称略・50音順）

お
知
ら
せ
�



徳
山
動
物
園
の
閉
園
時
間

冬
時
間
の
た
め
、徳
山
動
物
園
の
閉
園

時
間
が
、１
時
間
早
く
な
り
ま
す
。

▼
開
館
時
間
／
９
時
〜
16
時（
入
園
は
15

時
30
分
ま
で
）▼
期
間
／
10
月
20
日（
木
）

〜
平
成
18
年
３
月
19
日
（
日
）▼
問
合

せ
／
徳
山
動
物
園
1
22
―
８
６
４
０

児
童
読
書
講
演
会

「
だ
っ
こ
し
て
そ
し
て
お
は
な
し
を
」

昭
和
52
年
か
ら
２
５
０
０
回
も
の
お
話

会
を
行
い
、ラ
ジ
オ
番
組
で
も
活
躍
さ
れ

た
小
畑
さ
ん
の
講
演
会
で
す
。

▼
対
象
／
中
学
生
以
上
▼
日
時
／
10
月

29
日（
土
）13
時
30
分
〜
15
時
▼
場
所
／

中
央
図
書
館a

▼
講
師
／
小お

畑ば
た

乃の

武ぶ

子こ

さ
ん
▼
定
員
／
80
人（
申
込
順
）▼
申
込

み
／
10
月
４
日（
火
）〜
28
日（
金
）に
、中

央
図
書
館
1
22
―
８
６
８
２

生
き
が
い
作
り
の
お
話

▼
日
時
／
10
月
17
日（
月
）13
時
30
分
〜

15
時
▼
場
所
／
市
民
館
大
会
議
室a

▼

講
師
／
熊く
ま

原は
ら
　

保
た
も
つ
さ
ん（
身
体
障
害
者
施

設
施
設
長
）▼
受
講
料
／
無
料
▼
問
合

せ
／
鼓
海
園
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ーa

1
28
―
７
０
５
５

子
育
て
ふ
ぁ
ん
く
ら
ぶ

父
親
の
育
児
参
加
に
つ
い
て
の
講
話
で

す
。
会
場
で
は
託
児
も
行
い
ま
す
。

▼
対
象
／
未
就
学
児
を
も
つ
保
護
者
▼

日
時
／
10
月
15
日（
土
）10
時
〜
11
時
30

分
▼
場
所
／
新
南
陽
公
民
館
▼
演
題
／

親
を
楽
し
も
う
▼
講
師
／
西に
し

川か
わ

壮そ
う

一い
ち

さ

ん
▼
申
込
み
／
10
月
11
日（
火
）ま
で
に
、

新
南
陽
公
民
館
1
63
―
１
１
８
８

赤
ち
ゃ
ん
井
戸
端
会
議

▼
日
時
／
10
月
25
日（
火
）10
時
〜
11
時

30
分
▼
場
所
／
熊
毛
体
育
セ
ン
タ
ー
▼
内

容
／
ミ
ニ
ミ
ニ
運
動
会
、親
子
で
体
操
な
ど

▼
問
合
せ
／
健
康
増
進
課
熊
毛
分
室
内

母
子
保
健
推
進
協
議
会
熊
毛
支
部
1
92

―
０
０
１
３

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、子
育

て
を
手
伝
っ
て
欲
し
い
人
が
「
依
頼
会
員
」

に
、手
伝
っ
て
あ
げ
た
い
人
が「
提
供
会
員
」

に
な
り
、提
供
会
員
が
、子
育
て
を
有
料

で
サ
ポ
ー
ト
す
る
相
互
援
助
組
織
で
す
。

▼
対
象
／
市
内
に
在
住
す
る
人
▼
援
助

内
容
／
保
育
施
設
へ
の
送
迎
や
、自
宅
で

の
預
か
り
な
ど
▼
料
金
（
基
本
）
／
１
時

間
６
０
０
円
▼
問
合
せ
／
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
本
部a

1
32
―
８
１
９

１
・
支
部b

1
64
―
３
３
４
４

国
民
健
康
保
険
の
嘱
託
職
員

▼
対
象
／
保
健
師
か
看
護
師
の
資
格
が

あ
り
、
普
通
運
転
免
許
を
も
つ
人
▼
定

員
／
１
人
▼
内
容
／
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
の
健
康
に
関
す
る
訪
問
指
導
及

び
調
査
▼
勤
務
／
月
17
日
勤
務
で
、８
時

30
分
〜
17
時
15
分
▼
報
酬
な
ど
／
月
額

14
万
３
７
０
０
円
、社
会
保
険
・
通
勤
手

当
有
り
▼
申
込
み
／
10
月
11
日（
火
）ま

で
に
、市
販
の
履
歴
書
を
郵
送
ま
た
は
持

参
で
、〒
７
４
５
―
８
６
５
５
岐
山
通
１
―

１
保
険
年
金
課
1
22
―
８
３
１
２

動
物
園
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

周
南
ふ
れ
ん
Ｚ
Ｏ
Ｏ
ず
ー

動
物
園
で
何
か
や
っ
て
み
た
い
人
、動
物

が
好
き
な
人
、ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
／
高
校
生
を
除
く
18
歳
以
上
で

月
に
数
回
程
度（
主
に
土
・
日
曜
日
と
祝

日
）活
動
が
で
き
、11
月
か
ら
行
う
研
修

に
参
加
で
き
る
人
▼
申
込
み
／
10
月
31
日

（
月
）ま
で
に
、住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

15 2005/OCTOBER/1

インターネットによる「周南市i―QUIZ」の第2弾を、10月1日からスタートします。イン

ターネットを通じて、全国に本市の魅力を発信し、人々との交流を進めるとともに、本市＝

ふるさとを再認識、再発見していただける内容にしています。

登録をすると、市のすてきな特産品などをもらえるクイズに参加でき、市の最新情報を

盛り込んだメールマガジンを送ります。

ホームページアドレス http://www.shunan-i-quiz.com/（携帯電話からもアクセス可）

問合せ 企画課122―8245・Eメールkikaku@city.shunan.yamaguchi.jp

子
育
て
�

熊
毛
都
市
計
画
事
業
中
央
土
地
区

画
整
理
事
業
地
内
の
保
留
地
予
定
地

１
件
を
公
開
抽
せ
ん
で
処
分（
売
却
）

し
ま
す
。

場
所

15
街
区
７
符
合

面
積

２
０
７
㎡

処
分
価
格

６
３
１
万
３
５
０
０
円

抽
選
日
時

10
月
25
日（
火
）10
時
〜

抽
選
場
所

熊
毛
総
合
支
所

申
込
期
限

10
月
20
日（
木
）17
時
15
分

※
参
加
申
込
書
は
熊
毛
総
合
支
所
区

保
留
地
予
定
地
を

売
却
し
ま
す

画
整
理
第
一
課
熊
毛
分
室
で
配
布

し
ま
す
。

そ
の
他

参
加
資
格
な
ど
の
条
件
あ
り

問
合
せ

熊
毛
総
合
支
所
区
画
整
理

第
一
課
熊
毛
分
室
1
92
―
０
０
３
７

お
知
ら
せ

高水駅�

国道2号�

熊毛郵便局�
　　　�●�

←徳山�
↑八代�

岩国市→�

JR岩徳線�

●�JA周南�
　熊毛支所� ●�処分予定地�

■保留地予定地

講
座
・
講
演
�

募
集
�

募�



Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（
あ
れ
ば
）を
、郵
送
・
フ

ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、〒
７
４
５
―
０
８

７
４
徳
山
５
８
４
６
徳
山
動
物
園
1
22
―

８
６
４
０
・
5
22
―
８
６
４
１
・
Ｅ
メ
ー
ル

d
ob
u
tsu
en
@
city
.sh
u
n
an
.y
am
ag
u

chi.jp

ｂ
ｅ
び
ー

…
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
行
委
員

青
少
年
の
青
少
年
に
よ
る
青
少
年
の
た

め
の
イ
ベ
ン
ト（
仮
称
）の
実
行
委
員
で
す
。

▼
対
象
／
16
歳
以
上
お
お
む
ね
30
歳
以

下
で
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
・
Ｐ
Ｒ
な
ど

に
興
味
が
あ
り
、会
議
な
ど
に
参
加
で
き

る
人
※
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。▼
申
込

み
／
10
月
20
日（
木
）ま
で
に
、生
涯
学
習

課
内
ｂ
ｅ
…
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
事

務
局
1
22
―
８
６
９
７

10
月
の
人
権
擁
護
相
談

▼
対
象
／
市
内
に
在
住
す
る
人
▼
日

時
／
10
月
11
日（
火
）10
時
〜
15
時
▼
場

所
／
新
南
陽
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
▼
問
合

せ
／
人
権
推
進
課
1
22
―
８
４
５
６

10
月
の
心
配
ご
と
相
談

社
会
福
祉
協
議
会
熊
毛
支
部
で
開
催

▼
期
日
と
内
容
／
▽
10
月
３
日（
月
）、一

般
・
行
政
相
談
▽
11
日（
火
）、一
般
・
人

権
・
職
業
相
談
▽
17
日（
月
）、一
般
・
交
通

相
談
▼
時
間
／
10
時
〜
15
時
※
11
日
の

職
業
相
談
は
午
前
の
み
で
す
。▼
問
合

せ
／
社
会
福
祉
協
議
会
熊
毛
支
部
1
92

―
０
０
２
７

鹿
野
公
民
館
で
開
催

▼
日
時
／
10
月
11
日（
火
）・
19
日（
水
）

10
時
〜
15
時
※
11
日
は
行
政
相
談
を
併

せ
て
実
施
し
ま
す
。▼
問
合
せ
／
社
会
福

祉
協
議
会
鹿
野
支
部
1
68
―
２
９
９
８

障
害
者
等
安
否
確
認
登
録
者
を

募
集
し
ま
す

災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
に
、自
力
で
避
難

す
る
こ
と
が
困
難
と
考
え
ら
れ
る
在
宅
の

障
害
者
な
ど
の
安
否
確
認
を
迅
速
に
行

い
、安
全
な
避
難
や
適
切
な
支
援
な
ど
に

つ
な
げ
る
た
め
、登
録
希
望
者
に
よ
る
安

否
確
認
等
登
録
者
名
簿
を
作
成
し
ま
す
。

▼
対
象
／
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
も
つ

人
、難
病
患
者
な
ど
▼
名
簿
の
管
理
／
高

齢
障
害
課
が
保
管
し
、災
害
対
策
本
部
、

消
防
本
部
、民
生
委
員
、福
祉
員
に
提
供

し
、年
１
回
以
上
更
新
▼
申
込
み
／
備
え

付
け
の
申
込
書
で
、高
齢
障
害
課
、ま
た
は

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
▼
問
合
せ
／

高
齢
障
害
課
1
22
―
８
４
６
３

情 報 ひ ろ ば �

市
の
農
村
振
興
施
策
に
市
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
反
映
さ
せ
、

個
性
と
活
力
あ
る
農
村
振
興
を
図
る

た
め
、市
農
村
振
興
基
本
計
画
を
策
定

し
ま
す
。

こ
の
基
本
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
者
と
計

画
策
定
委
員
会
の
委
員
を
、そ

れ
ぞ
れ
公
募
し
ま
す
。

応
募
資
格

市
内
に
在
住
す

る
満
18
歳
以
上
の
人

募
集
人
数

▽
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
の
参
加
者
…
25
人
以
内

▽
市
農
村
振
興
基
本
計
画
策
定
委
員

会
の
委
員
…
２
人
以
内

任
期

計
画
の
策
定
が
完
了
す
る
ま

で（
平
成
18
年
３
月
末
を
予
定
）

選
考

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
に

よ
り
選
出

申
請
用
紙

農
政
課
、各
総
合
支
所
産

業
振
興
課
に
備
え
付
け
、ま
た
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

申
込
み

10
月
１
日（
土
）〜

14
日（
金
）に
、応
募
申
込
書

を
郵
送（
当
日
消
印
有
効
）・

フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、〒
７

４
５
―
０
０
４
５
徳
山
港
町

１
―
１
農
政
課
1
22
―
８
３
６
１
・
5

22
―
８
３
５
７
・
Ｅ
メ
ー
ルnosei@

city.

shunan.yam
aguchi.jp

市
農
村
振
興
基
本
計
画
策
定
に
か
か
わ
る
委

員
会
の
委
員
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者

募
集

熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
Aは徳山地域 Bは新南陽地域 Cは熊毛地域 Dは鹿野地域
市ホームページhttp://www.city.shunan.yamaguchi.jp/

日
時

10
月
７
日（
金
）18
時
30
分
〜

20
時
45
分

場
所

太
華
中
学
校a

内
容

太
華
中
学
校
生
徒
に
よ
る
意

見
発
表
、講
演

演
題

ど
う
あ
れ
こ
う
あ
れ
楽
し
く

人
権
を
考
え
る
集
い

生
き
な
く
っ
ち
ゃ
！

講
師

な
べ
お
さ
み
さ
ん（
俳
優
）

入
場
料

無
料（
定
員
４
０
０
人
）

臨
時
駐
車
場

２
０
０
台（
な
る
べ
く
公

共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
）

問
合
せ

人
権
推
進
課
1
22
―
８
４

５
６
、ま
た
は
東
福
祉
館a

1
25
―
１

５
１
３

催
し

相
談
�
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祉
課
1
68
―
２
３
３
２
、熊
毛
総
合
支
所

健
康
福
祉
課
1
92
―
０
０
１
２

市
美
術
展
を
開
催
し
ま
す

▼
期
間
／
▽
前
期
展
覧
会（
立
体
・
書
）10

月
14
日（
金
）〜
19
日（
水
）▽
後
期
展
覧

会（
平
面
・
写
真
）21
日（
金
）〜
26
日（
水
）

※
月
曜
日
は
休
館
。▼
場
所
／
市
美
術
博

物
館a

▼
観
覧
料
／
無
料
▼
問
合
せ
／

生
涯
学
習
課
1
22
―
８
６
２
２

わ
ん
ぱ
く
フ
ェ
ス
タ

▼
日
時
／
10
月
９
日（
日
）10
時
〜
15
時

▼
場
所
／
せ
せ
ら
ぎ
パ
ー
クd

、豊ゆ

鹿か

里り

パ
ー
クd

※
小
雨
決
行
。▼
内
容
／
釣
り

大
会
、魚
の
つ
か
み
取
り
、わ
ん
ぱ
く
マ
ラ
ソ

障
害
者
芸
術
文
化
祭
作
品
募
集

▼
対
象
／
県
内
に
在
住
す
る
障
害
者
▼

作
品
内
容
／
絵
画
、写
真
、書
道
、手
芸
、

工
芸
、俳
句
・
短
歌
、文
芸
▼
応
募
方
法
／

10
月
31
日（
月
）ま
で
に
、作
品
を
、作
品

申
込
書
・
作
品
カ
ー
ド
と
一
緒
に
▽
徳
山

地
域
…
徳
山
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
▽
新
南

陽
・
熊
毛
・
鹿
野
地
域
…
各
総
合
支
所
健

康
福
祉
課
▼
問
合
せ
／
高
齢
障
害
課
1

22
―
８
４
６
３
・
5
22
―
８
４
６
４

障
害
者
総
合
相
談
窓
口
の
開
催

生
活
す
る
上
で
困
っ
て
い
る
こ
と
を
、相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
と
場
所
／
▽
10
月
20
日（
木
）13

時
〜
15
時
、鹿
野
総
合
支
所
▽
25
日（
火
）

14
時
〜
16
時
、熊
毛
総
合
支
所
▼
申
込

み
／
そ
れ
ぞ
れ
、鹿
野
総
合
支
所
健
康
福

ン
大
会
、丸
太
切
り
競
争
、鹿
野
産
和
牛

カ
ン
ト
リ
ー
焼
、各
種
バ
ザ
ー
な
ど
▼
問
合

せ
／
せ
せ
ら
ぎ
パ
ー
ク
1
68
―
１
２
３
４
、

ま
た
は
豊
鹿
里
パ
ー
ク
1
68
―
４
０
０
３

か
の
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

▼
日
時
／
10
月
16
日（
日
）９
時
30
分
〜

16
時
30
分
※
雨
天
決
行
。▼
場
所
／
鹿

野
総
合
体
育
館
周
辺
▼
内
容
／
ま
つ
た
け

汁
無
料
配
布
、各
種
バ
ザ
ー
、い
も
掘
り
宝

探
し
、大
も
ち
つ
き
大
会
、お
楽
し
み
抽
選

会
な
ど
▼
問
合
せ
／
鹿
野
総
合
支
所
産

業
振
興
課
1
68
―
２
３
３
５

ゆ
め
風
車
ま
つ
り

▼
日
時
と
場
所
／
10
月
10
日（
祝
）９
時

〜
16
時
、永
源
山
公
園b

▼
内
容
／
ス
テ

ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
プ
レ

ゼ
ン
ト
、記
念
写
真
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、ス
ト
リ

ー
ト
オ
ル
ガ
ン
体
験
演
奏
、市
民
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
、福
川
小
学
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
、

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、バ
ザ
ー
ル
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど
▼
問
合
せ
／
永
源
山
公
園
管
理

事
務
所
1
63
―
７
８
９
９

新
南
陽
民
俗
資
料
展
示
室

秋
の
企
画
展
「
陶す
え

晴は
る

賢か
た

と
陶
氏
」

▼
期
間
／
10
月
１
日（
土
）〜
11
月
30
日

（
水
）の
月
・
水
・
金
曜
日
、第
３
土
曜
日
※

10
月
１
日
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
た
め
開
館
し

ま
す
。▼
開
館
時
間
／
９
時
30
分
〜
16
時

30
分（
入
館
は
16
時
ま
で
）▼
観
覧
料
／

無
料
▼
問
合
せ
／
新
南
陽
総
合
出
張
所

生
涯
学
習
担
当
1
61
―
４
２
２
１

17 2005/OCTOBER/1

10月の納付
●市県民税 3期
●国民健康保険料　5期
●介護保険料　　　5期

市税や保険料の納付には、便利な口座振替をお勧めします。

利用する金融機関や郵便局で「納付通知書」などと、預（貯）

金通帳とその通帳の印鑑を持参して申し込んでください。

問合せ／納税課122―8363、保険年金課122―8312、介
護保険課122―8467

郷土芸能こども教
室に助成金を交付

市内で、郷土芸能を子どもに伝えてい

る教室に対して、活動経費の一部を助成

します。

郷土の伝統芸能を後世に伝え、子どもた

ちが元気な地域社会をつくるために、活用

してください。

対象団体 市内で郷土芸能を子どもたち

に伝承し、習得させるために開催される

教室を実施し、推進する団体

助成金額 1団体につき10万円以内

※申請件数が一定数を超えた場合は、書類

審査による第1次選考を行います。最終

的な事業採択の決定は、10月下旬に申

請者に通知する予定です。

申請用紙 生涯学習課に備え付け、または

市ホームページからダウンロード可

申込み 10月1日（土）～20日（木）に、

生涯学習課122―8622

募集

対
象

10
月
１
日
を
基
準
に
し
て
、市

内
に
在
住
し
、６
か
月
以
上
継
続
し
て

寝
た
き
り
な
ど
の
状
態
に
あ
る
65
歳

（
昭
和
15
年
以
前
生
ま
れ
）以
上
の
高

齢
者
を
介
護
し
て
い
る
人

※
日
常
生
活
で
常
時
介
護
が
必
要
な

人
で
、病
院
に
入
院
し
た
り
施
設
に

入
所
し
て
い
る
人
は
、対
象
外
で
す
。

申
請
期
限
／
11
月
１
日（
火
）

寝
た
き
り
老
人
等

介
護
見
舞
金

福
祉

※
支
給
を
受
け

る
に
は
、
申
請

が
必
要
で
す
。

支
給
金
額

年

１
回
３
万
円（
12

月
に
支
給
）

申
込
み

最
寄
り
の
担
当
地
区
民
生

委
員
。
高
齢
障
害
課
1
22
―
８
４
６

２
、ま
た
は
各
総
合
支
所
健
康
福
祉

課
。
新
南
陽
1
61
―
４
１
１
３
、熊
毛

1
92
―
０
０
１
２
、鹿
野
1
68
―
２
３

３
２

催
し
�



和
田
総
合
ま
つ
り

▼
日
時
／
10
月
16
日（
日
）８
時
30
分
〜

▼
場
所
／
和
田
公
民
館b

及
び
そ
の
周

辺
▼
内
容
／
芸
能
発
表
、農
産
物
加
工
品

や
地
元
特
産
品
の
販
売
、バ
ザ
ー
な
ど
▼
問

合
せ
／
和
田
公
民
館
内
和
田
総
合
ま
つ

り
実
行
委
員
会
1
67
―
２
０
６
９

消
防
ま
つ
り

▼
日
時
／
10
月
30
日（
日
）10
時
〜
15
時

30
分
▼
場
所
／
光
地
区
消
防
組
合
（
光

市
）▼
内
容
／
消
防
太
鼓
、は
し
ご
車
乗

車
体
験
、ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど
▼
問
合
せ
／
光
地
区
消
防
組
合

1
０
８
３
３
―
74
―
５
６
０
２

市
駅
伝
競
走
大
会

▼
日
時
／
11
月
23
日（
祝
）８
時
〜
▼
場

所
／
市
陸
上
競
技
場a

ほ
か
▼
部
門
／

小
学
生
、中
学
生
男
子
・
女
子
、高
校
男

子
、一
般
１
部
・
２
部
、女
子
▼
問
合
せ
／

体
育
協
会
1
28
―
８
３
１
１

秋
季
市
民
テ
ニ
ス
大
会

▼
対
象
／
市
内
に
在
住
、通
勤
、通
学
す

る
人
、及
び
市
内
の
企
業
・
ク
ラ
ブ
に
在
籍

し
て
い
る
人
▼
日
時
と
場
所
／
11
月
３
日

（
祝
）９
時
〜
、市
庭
球
場a

▼
種
目
／
上

級
・
壮
年
（
45
歳
以
上
）
男
子
、
一
般
男

子
・
女
子
、混
合
▼
参
加
料
／
１
人
３
０
０

円
▼
申
込
み
／
10
月
25
日（
火
）ま
で
に
、

申
込
書
を
田た

中な
か

さ
ん
1
21
―
０
８
５
６
・

5
21
―
１
９
０
６
▼
問
合
せ
／
市
体
育
協

会
1
28
―
８
３
１
１

市
民
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

▼
対
象
／
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
学
す

る
小
学
生
で
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム（
監
督

１
人
、コ
ー
チ
２
人
、ス
コ
ア
ラ
ー
１
人
、選

手
17
人
以
内
）▼
日
時
／
10
月
23
日（
日
）

８
時
30
分
集
合
▼
場
所
／
市
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
球
場a

ほ
か
▼
参
加
料
／
１
チ
ー
ム
２

０
０
０
円
▼
問
合
せ
／
10
月
14
日（
金
）

ま
で
に
、体
育
協
会
1
28
―
８
３
１
１

徳
山
地
区

市
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

▼
対
象
／
徳
山
地
域
に
在
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
す
る
中
学
生
以
上
、及
び
連
盟

徳
山
支
部
登
録
員
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

▼
日
時
／
10
月
23
日（
日
）９
時
〜
▼
場

所
／
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ーa
▼
種

目
／
男
性
・
女
性
・
混
成
の
部
▼
参
加

料
／
１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円
以
内
▼
問
合

せ
／
10
月
７
日（
金
）ま
で
に
、市
民
ス
ポ

ー
ツ
課
1
28
―
８
８
８
３
、ま
た
は
市
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
徳
山
支
部
事
務
局

宇う

田だ

さ
ん
1
31
―
５
７
２
１
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【
事
例
】「

物
干
し
竿
１
本
１
０
０
０

円
」
と
い
う
巡
回
販
売
の
車
を

呼
び
止
め
て
２
本
買
い
、長
か
っ
た
の
で

切
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。代
金
と
し
て
４

万
円
請
求
さ
れ
た
の
で
「
２
０
０
０
円

で
は
な
い
の
か
」
と
言
っ
た
が
、ス
テ
ン
レ

ス
の
高
級
品
で
、加
工
も
し
た
の
で
４

万
円
だ
と
言
わ
れ
、支
払
い
ま
し
た
。高

額
で
納
得
が
い
き
ま
せ
ん
。
返
品
や
返

金
を
し
て
も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。

車
を
呼
び
止
め
て
購
入
し
た

場
合
は
、ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
は

で
き
ま
せ
ん
。し
か
し
、１
本
１
０
０
０

円
と
宣
伝
し
な
が
ら
、価
格
の
説
明
、

値
札
の
表
示
も
な
く
、加
工
し
た
後
で

高
額
な
請
求
を
し
て
い
る
た
め
、契
約

は
成
立
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
、契

約
の
取
り
消
し
を
主
張
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、業
者
の
名
前
、連
絡
先
が
分
か

ら
な
い
と
交
渉
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め

に
は
、巡
回
販
売
に
限
ら
ず
、業
者
名
、

価
格
、品
質
、数
量
な
ど
を
、十
分
に
確

認
し
て
か
ら
、申
し
込
み
を
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

●
消
費
生
活
に
関
す
る
悩
み
や
困
り

ご
と
が
あ
る
場
合
は
、ま
ず
相
談
を

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
1
22
―
８

３
２
１

長
す
ぎ
て
、簡
単
に
車
に
載
せ
る
こ
と
も
で
き
な
い
物
干
し
竿
、巡
回
販

売
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
家
に
い
な
が
ら
に
し
て
購
入
で
き
る
の
で
便
利
で

す
が
、ち
ょ
っ
と
し
た
確
認
を
怠
る
と
、意
外
な
ト
ラ
ブ
ル
が
待
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

消
費
生
活�

の
知
恵�

申
込
み
は

十
分
に
確
認
を
し
て
か
ら

ＱＡ

シリーズ 14

熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
Aは徳山地域 Bは新南陽地域 Cは熊毛地域 Dは鹿野地域
市ホームページhttp://www.city.shunan.yamaguchi.jp/

ス
ポ
ー
ツ
�



【火災件数】6件（本年累計 44件）

空気が乾燥して、火災が発生しやすい季節です。火の取り扱いには十分注意しましょう。

【交通事故件数】●死亡事故1人（本年累計6人）●傷者数116人（本年累計834人）

日没時には、車から歩行者が見えにくくなります。早めの点灯とスピードダウンを心がけましょう。

環境を守る浄化センター
（10月1日～15日）

■CCS（4チャンネル）
※須々万、長穂、中須は12チャンネル。

毎日6時・15時・22時

■Kビジョン（11チャンネル）
毎日9時30分・14時30分・21時30分

【人口】156,640人（前月比＋34人）

［男］75,318人（前月比＋17人）

［女］81,322人（前月比＋17人）
●出生127人 ●死亡143人

●転入463人 ●転出413人

【世帯】65,739世帯（前月比＋28世帯）

平成17年9月1日現在

平成17年8月の発生件数

■子どもの人権相談所

●対象／本市、下松市、光市、熊毛郡

に在住または通学する小学生～高校

生とその保護者●日時／10月11日

（火）～15日（土）9時30分～17時

●場所／山口地方法務局周南支局A

※電話・ファックスでの相談も受け付

けます。●問合せ／山口地方法務局

周南支局10834―28―0244・

50834―28―0247

■行政書士無料相談

権利義務・事実証明・知的財産や行

政への許認可申請などの相談を、県行

政書士会の行政書士が受け付けます。

●日時／10月13日（木）10時～

16時●場所／市民館小会議室A●

問合せ／県行政書士会周南支部A1

0834―32―1583

■徳山みなとクルージング

●日時／10月30日（日）出航11時～、

14時～●集合場所／周防灘フェリータ

ーミナルビルA●定員／各便290人※

申し込み多数の場合は抽選。●参加料／

無料●申込み／住所・氏名・電話番号・

年齢・希望便を、往復はがきで、〒755

―0001宇部市沖の山5254―16宇

部港湾事務所10836―21―5191

■恩給欠格者、引揚者の皆さんへ

旧軍人などで恩給などを受けてい

ない人や引揚者の人に、内閣総理大

臣からの書状などを贈呈しています。

請求書類は社会課、各総合支所健康

福祉課で配布しています。●問合

せ／独立行政法人平和祈念事業特別

基金80120―234―933

ププ
レレ
ゼゼ
ンン
トト
クク
イイ
ズズ
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問
題

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
つ
で

あ
る
、燃
料
電
池
の
燃
料
に
な
る
の
は
？

q
水
素

q
二
酸
化
炭
素

e
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
樹
脂

応
募
方
法

10
月
12
日（
水
）必
着
で
、

ク
イ
ズ
の
答
え
、市
政
や
広
報
の
記
事
に

対
し
て
の
意
見
・
感
想
、住
所
、氏
名
、年

齢
、電
話
番
号
を
、は
が
き
で
、〒
７

４
５
―
８
６
５
５
岐
山
通

１
―
１
周
南
市
政
策
調

整
課
広
報
広
聴
担
当
「
ク

イ
ズ
係
」

前
回
の
答
え

q

進
路
の
東

側（
右
側
）

応
募
総
数
66
通
の
中
か
ら
抽
選
で
次
の

人
が
当
選
し
ま
し
た
。岡
本
テ
ツ
子
さ
ん
、

川
崎
敏
子
さ
ん
、原
田
サ
カ
エ
さ
ん
、福

田
常
代
さ
ん
、八
木
清
治
さ
ん
さ
ん

正解
者の
中か
ら

抽選
で５
人へ

図書カ
ードを

プレ
ゼン
ト

表紙のことば

8月27日の夕方、須磨小学校グラウンドで、須金なし・ぶ

どう祭が開催され、バザーやステージイベントを楽しみに多く

の皆さんが集まりました。ステージで、地元の子どもたちと学

校の先生が「雲海太鼓」を披露すると、客席からは盛大な拍

手が沸き上がりました。会場では、ナシやブドウの販売も行わ

れ、新鮮な秋の味覚を多くの皆さんが買い求めていました。

市政情報番組周南市市政だより

個人情報の取り扱い

広報「しゅうなん」の募集記

事によって、市が収集した個人

情報については、担当所管で

管理し、収集した業務に限って

使用します。

徳
山
地
域
と
新
南
陽
地

域
の
境
に
住
ん
で
い
て
、違

う
燃
や
せ
る
ご
み
袋
を
出
す

人
が
い
て
困
っ
て
い
ま
す
。

燃
え
る
ご
み
袋
を
統
一
し

て
も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。

現
在
の
燃
や
せ
る
ご
み
の
袋
は
、徳
山
地
域
、

新
南
陽
・
鹿
野
地
域
、熊
毛
地
域
と
各
地
域
で

異
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、燃
や
せ
る
ご

み
を
処
理
す
る
施
設
が
異
な
っ
て
い
て
、各
処
理

施
設
で
、搬
入
す
る
ご
み
袋
の
素
材
に
つ
い
て
の

決
ま
り
が
あ
る
た
め

で
す
。

燃
や
せ
る
ご
み
袋

の
統
一
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
調
整
を
続

け
て
い
き
ま
す
の
で
、

理
解
と
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ

廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
課
1
０
８
３
４
―

22
―

８
３
０
３

お便り



広
報
し
ゅ
う
な
ん
編
集
／
周
南
市
政
策
調
整
課
〒
745-8655周

南
市
岐
山
通
1-1

1
0834-22-8232

5
0834-22-8224

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
http://www.city.shunan.yamaguchi.jp/

Eメ
ー
ル
は
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
「
主
な
公
共
施
設
」
か
ら
各
課
へ

古
紙
100％

再
生
紙
使
用
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